
第４回 大分県有識者会議（平成３０年１１月８日開催）概要 

 

○議事 

（１）地震・津波を想定した地域防災・減災力の向上について（小林副会長） 

 

   

    

 
 

 

 

 

資料１



（２）地震被害想定調査中間報告について（県防災局） 

 

 

 

 



（委員からの意見等） 

・ 津波については、地殻変動の効果を H25 調査時から考慮しており、

今回もその結果を踏襲していることを調査結果に明記すべき。 

・ 「万年山－崩平山断層帯による地震」では、地震動が大きくなって

いるのに被害が小さくなっているのはなぜか？ 

→人口密度や建物密度が小さいため被害への影響が少ない。 

○まとめ（会長） 

・ 地震動については、前回までの調査と比較しても問題はなく、妥当

な結果と言える。この結果を踏まえて、今後社会的な被害の計算に

取り掛かることになる。なお、最終報告では想定に用いた各種計算

式などを明示すること。 

 

（３）検討するべき今後の防災対策について（県防災局） 

 

（委員からの意見等） 

・ 建物の経年劣化等によるリスクが高まっている。土木部門など関係

部署との連携が必要。また、事前防災として復興ビジョンの共有や、

被災後の迅速な復旧・復興への備え等の復興デザインや、災害時の

情報共有や発信についての対策が必要。 



・ 「死者数を限りなくゼロ」を目標とするならば、想定する死者がど

のような状況で命を失うのか、具体的な被害について把握し、対策

を検討すべき。 

・ 集落内のコミュニティが有ることが前提となっているが、高齢化等

で集落内コミュニティの維持が難しくなっている集落もあり、集落

間の連携も重要。 

・ 今回の調査結果や、地震計のデータなどが整理されて、誰もが利用

できる環境整備が必要。 

・ 今回の被害想定は、断層を特定して想定しているが、これ以外に、

例えば火山性の地震や、一回り小さい地震、またはその組み合わせ

など、考えうるハザードに対して柔軟、臨機応変に対応可能である

ことが望ましい。 


